
拓殖大学・政経学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６３８

基盤研究(B)（一般）

2023～2019

ビジュアル・イメージの政治的影響に関する実証研究

The effects of visual image on political behavior

４０３７６６２９研究者番号：

浅野　正彦（Asano, Masahiko）

研究期間：

１９Ｈ０１４４９

年 月 日現在  ６   ５ ２５

円    13,100,000

研究成果の概要（和文）：オンラインによるサーベイ実験では、被験者は美顔の候補者に関する情報ほど良く記
憶していることが明らかになった。また、有権者は美顔の候補者の主要な政策をよりよく覚えている傾向が見ら
れた。この実験結果は2023年9月にロサンゼルスで開催されたアメリカ政治学会 (APSA) で発表した。脳画像解
析班は被験者に対して、客観的な事実をフィードバックする顔と、ポジティブなフィードバックを返す顔では、
報酬系は前者に強く反応するという結果が得られた。５年間で計44件の雑誌論文（うち査読付きが20件）が採択
され、政治学や心理学そして医学の各分野において評価の高い海外のジャーナルで論文が掲載された。

研究成果の概要（英文）：An online survey experiment revealed that subjects remember information 
about attractive candidates better. Additionally, voters tend to better recall the main policies of 
attractive candidates. These experimental results were presented at the American Political Science 
Association (APSA) meeting held in Los Angeles in September 2023. The brain imaging analysis team 
found that subjects' reward systems responded more strongly to faces providing objective factual 
feedback compared to faces giving positive feedback. Over the past five years, a total of 44 journal
 papers (including 20 peer-reviewed) have been published in highly regarded international journals 
in the fields of political science, psychology, and medicine.

研究分野：政治学

キーワード： サーベイ実験　選挙公報　選挙ポスター　候補者の笑顔度　候補者の美顔度　候補者の顔評価　候補者
の美顔度と政策

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の投票行動研究では、政治家の掲げる公約や政策の内容が重要であるとされてきたが、実際の有権者の投票
行動は、政治家の顔や表情などの政治とは関連が薄いビジュアル・イメージから影響を受けている可能性が考え
られる。本研究では、まず観察研究を通じて、有権者が候補者の顔というビジュアル・イメージから有能さや誠
実さといった能力を推定しているのかを明らかにし、その評価が候補者の得票率とどの程度関連しているのかを
探る。政治家のビジュアル・イメージが有権者の評価に及ぼす影響メカニズムを解明することで、有権者の政治
的判断に伴う合理性に関する新たな理論を提示することを目指す。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
従来の投票行動研究では、政治家の掲げる公約や政策の内容が重要であるとさ

れてきたが、実際の有権者の投票行動は、政治家の顔や表情などの政治とは関連

が薄いビジュアル・イメージから影響を受けている可能性が考えられる。本研究

では、従来、投票行動研究ではトリビアだと扱われてきた政治家の「みかけ」に

注目して分析を進める。 

 
２．研究の目的 
本研究では、まず観察研究を通じて、有権者が候補者の顔というビジュアル・イ

メージから有能さや誠実さといった能力を推定しているのかを明らかにし、そ

の評価が候補者の得票率とどの程度関連しているのかを明らかにする。次に、候

補者の顔や表情を操作するサーベイ実験および実験室実験を行うことで、候補

者の顔年齢や表情といったビジュアル・イメージが、能力の推定や投票意図に及

ぼす因果関係を厳密に推定する。最後に fMRI 装置を用いた脳画像解析を通じ
て、政治家のビジュアル・イメージが有権者の評価に及ぼす影響メカニズムを解

明することで、有権者の政治的判断に伴う合理性に関する新たな理論を提示す

ることを目指す。  

 
３．研究の方法 
本研究は、観察研究班(浅野、河村、矢内)、サーベイ実験班(尾野、福元、浅野)、
実験室実験班(齋藤、横山、河村)及び脳画像解析班(杉浦、尾野、横山)で分担し
て研究を行った。 

 
観察研究班は、候補者の笑顔度と得票の「相関関係」を明らかにするための観察

研究に必要な資料収集として、当初の計画通り選挙公報(1980 年〜2021 年まで
の総選挙分)を購入しデータ化し、分析することができた。 

 
サーベイ実験班は 2020年 3月にオンラインによるサーベイを実施し、参院選挙
における男性候補者の顔写真を使用して、候補者の顔が得票に与える影響とそ

の要因などに関する実験を行った。笑顔度の得票に対する影響を確認するため、

被験者が実験素材(顔写真)に対し先入観を持っていないことが必要である。その
ため、実際の政治家の写真ではなく、商材として販売されている加工可能な写真

を購入し、写真を加工して実験を実施した。2021年 3月には、候補者の笑顔度
と美顔度と得票の「因果関係」を明らかにするための実験を行った。2022年に
は顔写真評価のためのサーベイを実施した。まず、候補者の顔と得票に関するパ

イロットテスト実験を 1000人程度に対し実施し、その後、実験の内容や計画を
必要に応じて修正したうえで、顔写真評価のためのサーベイを 3000人程度に対
し実施した。実験結果は研究分担者と共有し、今後の研究を進めるために意見を

交換した。この実験では、以前実施した 494 人の参院候補者を対象として測定
した美顔度の結果を使って、被験者に対して美顔度が異なる二人の候補者の写



真と最終学歴と主張する主要な政策を掲示し、どちらの候補者のことをより良

く記憶しているかを問うた。 
 

脳画像解析班は顔などのビジュアルイメージが人物評価や意思決定に影響する

脳内プロセスについて明らかにするために、独自に開発した認知課題と、機能的

MRI を用いた脳活動計測実験を行なってきた。脳科学の研究成果を政治学に結び

つける研究はまだ緒に着いたばかりではあるが、人物選択という観点からの学

際的アプローチを試みている。 
 

実験室実験班は、2020年初頭から始まった地球規模でのコロナウイルス蔓延の
影響を受け、当初予定していた研究計画が大きく変更を余儀なくされた。そのた

め、実験室実験班は必要に応じて観察研究班とサーベイ実験班に合流し、情報交

換や意見交換を行った。 
 

４．研究成果 

2020年 3月に実施した参院選挙における男性候補者の顔写真を使用したオンラ
インによるサーベイ実験では、候補者の顔が得票に影響を与えているという当

初の想定通りの結果が得られた。494 人の参院候補者を対象とした美顔度のサ
ーベイ実験結果を使って、被験者に対して美顔度が異なる二人の候補者の写真

と最終学歴と主要な政策を掲示し、どちらの候補者のことをより良く記憶して

いるかを問うた結果、候補者の美顔度が同程度の場合と比較すると、被験者は美

顔の候補者に関する情報ほど良く記憶していることが明らかになった。 

 
最終年度には、参院選立候補者の顔写真などを使った実験を実施し、その結果を

分析した。その際、左右に並べて示した候補者の顔写真の下に候補者の職歴、最

終学歴、そして候補者の主要な政策の三つの情報を付し、これら三つの情報を被

験者がどの程度覚えているかを調べた。被験者に示す二枚の写真は「美顔度」上

位同士、上位と下位、下位と下位、下位同士の 4パターンをランダムに表示させ
ることで、候補者の「美顔度」と有権者の候補者に関する記憶の関係を調べた。

その結果、有権者は「美顔度」が高い候補者の主要な政策をよりよく覚えている

傾向が見られた。この実験結果を 2023年 9月にロサンゼルスで開催されたアメ
リカ政治学会 (APSA) で発表した。 

 
脳画像解析班は被験者に対して、客観的な事実をフィードバックする顔と、事実

に反したポジティブなフィードバックを返す顔では、報酬系は前者に強く反応

する一方、称賛要求特性の高い人は客観的な事実の入力処理を忌避するという

結果が得られ「法学・政治学 × 脳科学」の研究会にて「fMRI 研究の基礎と人
物選択の fMRI研究」と題する報告を行った。 

 
研究助成を受けた５年間で計 44件の雑誌論文（うち査読付きが 20件）が採択
された。これらの中には、American Journal of Political Science, Political 

Science Research and Methods, Research & Politics, Political Behavior, 



Journal of Public Policy, Frontiers in Psychology, International Migration, 
Journal of Applied Social Psychology, Frontier in Human Neuroscienceな
ど、政治学や心理学そして医学の各分野において評価の高い海外のジャーナル

が含まれている。 
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Nakamura Koyo、Ohta Anri、Uesaki Shoko、Maeda Mariko、Kawabata Hideaki 6
 １．著者名

10.1038/s41598-020-73472-8

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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